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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第80期

第１四半期累計期間
第81期

第１四半期累計期間
第80期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 3,226,015 3,172,349 13,389,309

経常利益 (千円) 628,067 629,110 2,858,361

四半期(当期)純利益 (千円) 189,918 278,997 1,615,837

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 4,449,844 4,449,844 4,449,844

発行済株式総数 (株) 22,547,140 22,547,140 22,547,140

純資産額 (千円) 24,363,182 25,198,445 25,392,831

総資産額 (千円) 27,245,023 27,631,346 28,439,459

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 8.48 12.46 72.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 28

自己資本比率 (％) 89.4 91.2 89.3

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２　持分法を適用した場合の投資利益については関連会社がないため記載しておりません。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
なお、当第１四半期会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４経理
の状況 １ 四半期財務諸表 注記事項(セグメント情報等) セグメント情報」の「３．報告セグメントの
変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州金融不安や中国の経済成長鈍化など、先行きは不透

明な状況が続いております。

医薬品業界においては、後発医薬品使用促進やスイッチＯＴＣ医薬品促進等の医療費抑制施策の基調

に変化はありません。さらに、大手新薬メーカーの後発医薬品ビジネスへの参入やスイッチＯＴＣ医薬品

市場の拡大ならびに海外医薬品メーカーとの業務提携・企業買収などの業界再編やＯＴＣ医薬品市場へ

の他業種の参入が続き、市場競争が一段と激化するなど厳しい事業環境が続いています。その一方で、診

断薬関連領域においては、微生物学的分野での保険点数加算や産業分野での製造業の東日本大震災から

の復興の動きによる穏やかな回復傾向による明るい兆しも見えてまいりました。

　このような状況のもと、当第１四半期累計期間の売上高は31億72百万円と前年同四半期に比べ53百万円

（1.7％）の減収となりました。利益面におきましては、営業利益は５億80百万円と前年同四半期に比べ

57百万円（11.0％）の増益、経常利益は６億29百万円と前年同四半期に比べ１百万円（0.2％）の増益と

なり、四半期純利益は投資有価証券評価損の減少などにより２億78百万円と前年同四半期に比べ89百万

円（46.9％）の増益となりました。

　

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

　なお、当第１四半期会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第

１四半期累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

　

　診断薬事業の売上高は20億94百万円（前年同四半期比2.2％増）となりました。分野別では、微生物学的

診断用薬が10億50百万円、免疫血清学的診断用薬が８億41百万円、精度管理用血清他が１億７百万円、検

査用機器および器材他が95百万円となりました。この事業の営業利益は５億78百万円（前年同四半期比

13.4％増）であります。

　医薬事業の売上高は８億26百万円（前年同四半期比10.7％減）となりました。分野別では医薬品が５億

９百万円、健康食品他が３億17百万円となりました。この事業の営業利益は１億16百万円（前年同四半期

比19.9％減）であります。

　化粧品事業の売上高は２億50百万円（前年同四半期比0.1％増）となりました。この事業の営業利益は

64百万円（前年同四半期比3.9％増）であります。

　ただし、各事業に配賦できない支援部門に係る費用等１億79百万円が控除されておりません。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の資産合計は前事業年度末に比べ８億８百万円減少し276億31百万円となり

ました。

流動資産は前事業年度末に比べ２億７百万円減少し163億99百万円となりました。これは主に現金及び

預金が４億69百万円減少し、有価証券が２億97百万円増加したことによります。

固定資産は前事業年度末に比べ６億円減少し112億32百万円となりました。これは主に投資その他の資

産が５億53百万円（投資有価証券の減少６億31百万円）減少したことによります。

当第１四半期会計期間末の負債合計は前事業年度末に比べ６億13百万円減少し24億32百万円となりま

した。

流動負債は前事業年度末に比べ６億13百万円減少し19億48百万円となりました。これは主に未払法人

税等が４億74百万円、賞与引当金が１億60百万円減少したことによります。

固定負債は４億84百万円となり、前事業年度末に比べ大きな変動はありませんでした。

当第１四半期会計期間末の純資産合計は前事業年度末に比べ１億94百万円減少し251億98百万円とな

りました。

この結果、自己資本比率は91.2％となりました。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は、１億40百万円であります。その内訳は診断薬事業91百万

円、医薬事業39百万円、化粧品事業９百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,547,14022,547,140
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 22,547,14022,547,140― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

─ 22,547,140 ─ 4,449,844 ─ 5,376,172

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 149,700
　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,366,300
　

223,663 ―

単元未満株式 普通株式 31,140
　

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 22,547,140― ―

総株主の議決権 ― 223,663 ―

(注)  １「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

２「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が94株および証券保管振替機構名義の株式が43株含まれてお

ります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日水製薬株式会社

東京都台東区上野
３－23－９

149,700 ─ 149,700 0.66

計 ― 149,700 ─ 149,700 0.66

　

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,329,874 1,859,950

受取手形及び売掛金 3,060,251 2,939,941

有価証券 280,794 577,971

商品及び製品 1,596,598 1,601,794

仕掛品 365,503 409,779

原材料及び貯蔵品 526,964 622,796

繰延税金資産 190,087 84,721

関係会社預け金 8,172,472 8,179,852

その他 102,378 139,788

貸倒引当金 △18,640 △17,502

流動資産合計 16,606,284 16,399,093

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,251,338 2,264,396

機械装置及び運搬具（純額） 342,120 325,727

土地 2,281,579 2,281,579

建設仮勘定 29,041 －

その他（純額） 105,077 97,407

有形固定資産合計 5,009,157 4,969,110

無形固定資産

ソフトウエア 71,528 64,397

その他 12,913 12,843

無形固定資産合計 84,442 77,241

投資その他の資産

投資有価証券 6,324,696 5,692,755

繰延税金資産 219,452 303,392

その他 218,785 216,250

貸倒引当金 △23,360 △26,498

投資その他の資産合計 6,739,574 6,185,900

固定資産合計 11,833,174 11,232,252

資産合計 28,439,459 27,631,346
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,147,322 1,150,389

未払法人税等 632,630 158,527

賞与引当金 212,512 52,201

役員賞与引当金 24,750 12,250

歩戻引当金 14,583 31,906

その他 529,451 542,829

流動負債合計 2,561,250 1,948,103

固定負債

長期未払金 104,852 104,852

退職給付引当金 4,267 4,417

その他 376,256 375,527

固定負債合計 485,376 484,797

負債合計 3,046,627 2,432,901

純資産の部

株主資本

資本金 4,449,844 4,449,844

資本剰余金 5,378,419 5,378,419

利益剰余金 15,936,938 15,879,975

自己株式 △96,861 △96,869

株主資本合計 25,668,340 25,611,370

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △275,509 △412,924

評価・換算差額等合計 △275,509 △412,924

純資産合計 25,392,831 25,198,445

負債純資産合計 28,439,459 27,631,346

EDINET提出書類

日水製薬株式会社(E00971)

四半期報告書

 9/15



(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 3,226,015 3,172,349

売上原価 1,578,236 1,534,693

売上総利益 1,647,779 1,637,655

返品調整引当金戻入額 2,000 －

販売費及び一般管理費 1,127,136 1,057,565

営業利益 522,642 580,090

営業外収益

受取利息 32,199 21,463

受取配当金 45,874 46,145

為替差益 － 170

デリバティブ評価益 24,204 －

その他 4,088 4,847

営業外収益合計 106,366 72,626

営業外費用

支払利息 46 26

為替差損 799 －

デリバティブ評価損 － 23,067

その他 94 512

営業外費用合計 941 23,605

経常利益 628,067 629,110

特別利益

抱合せ株式消滅差益 64,285 －

特別利益合計 64,285 －

特別損失

固定資産処分損 1,789 3,671

投資有価証券評価損 239,491 107,707

災害による損失 12,013 －

特別損失合計 253,295 111,378

税引前四半期純利益 439,058 517,731

法人税、住民税及び事業税 149,549 150,734

法人税等調整額 99,590 88,000

法人税等合計 249,139 238,734

四半期純利益 189,918 278,997
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年６月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
　　当社は法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に
ついては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　　　 これによる損益に与える影響は軽微であります。

　
【注記事項】

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年６月30日）

減価償却費 118,799千円 87,366千円

　
　
(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 291,170 13平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月10日
取締役会

普通株式 335,960 15平成24年３月31日 平成24年６月６日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

診断薬事業 医薬事業 化粧品事業 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,049,848925,687 250,4803,226,015

セグメント利益 509,640 145,713 61,906 717,261

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額　　　　

　　　　　　　　　　　の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 717,261

全社費用(注) △194,618

四半期損益計算書の営業利益 522,642

(注)  全社費用は主に支援部門に係る費用等であります。
　

Ⅱ  当第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

診断薬事業 医薬事業 化粧品事業 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,094,636826,980 250,7313,172,349

セグメント利益 578,087 116,731 64,324 759,143

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 759,143

全社費用(注) △179,053

四半期損益計算書の営業利益 580,090

(注)  全社費用は主に支援部門に係る費用等であります。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

（1） 当社は平成24年４月１日付の機構改革により営業部門の再編を行ったため、従来「医薬事業」に含

めていた化粧品他の製造販売を区分して表示することと致しました。

　これにより当第１四半期会計期間より「診断薬事業」、「医薬事業」および「化粧品事業」の区分

に報告セグメントを変更しております。

　なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成しており、前第

１四半期累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」に

記載しております。
　

（2)  会計方針の変更等に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４

月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更し

ております。

　これによるセグメント損益に与える影響は軽微であります。
　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 ８円48銭 12円46銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 189,918 278,997

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 189,918 278,997

    普通株式の期中平均株式数(株) 22,397,713 22,397,345

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
２ 【その他】

平成24年５月10日開催の取締役会において、平成24年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次

のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 335,960千円

②　１株当たりの金額 15円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年６月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

日水製薬株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    岡　　村　　俊　　克    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　林　　　　　宏    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    千　　葉　　通　　子    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日水
製薬株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第81期事業年度の第１四半期会計期間(平成
24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日水製薬株式会社の平成24年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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